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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　封止ガスケット（１４）によって接続される、２つの相互に対面するレンズ（８、１０
）からなる光学系を支持するための可撓性材料のフレーム（２）を含むタイプのスキー用
ゴーグルであって、封止ガスケット（１４）は前記レンズとともに空気チャンバ（１２）
を形成し、ガスケット（１４）は、空気チャンバを外部に接続し、空気に対しては透過性
があるが水に対しては透過性がない膜（１６）を収容する少なくとも１つの穴を設けられ
、ガスケット（１４）は、前記膜（１６）を充填され、少なくともチャネル（２０）を介
して外部と通じる円筒状座部を形成するという点において特徴づけられる、スキー用ゴー
グル。
【請求項２】
　前記膜（１６）は空気に対しては透過性があるが水に対しては透過性がない微孔フィル
タからなる、請求項１に記載のスキー用ゴーグル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は二重レンズスキー用ゴーグルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スキーヤーの顔に適合し、有色または無色のレンズを支持する可撓性ゴムフレームから
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なるスキー用ゴーグルが公知である。
【０００３】
　非常に寒冷な気候において用いられる場合、特にスキーヤーが休息しているとき、レン
ズは、使用中のスキーヤーの身体温度または呼吸温度の結果、曇る傾向がある。
【０００４】
　レンズが曇るのを防ぐために、以下のことが公知である：
－レンズ内側表面に曇り防止化学処理を施すか、または、
－互いに対面し、周縁でガスケットによってつながれて、間に断熱層として働く内側空間
を形成する内側レンズおよび外側レンズを、光学系に設ける。
【０００５】
　これらの曇り防止処理は長所と短所を呈する。
　化学処理が曇り防止効果を生じさせるのは、レンズが約０℃以上の表面温度を有すると
きであるが、表面温度が０℃以下に下がる環境においては十分に効果的ではなく、なぜな
らば、曇りが水滴を形成し、それがレンズ表面上で凍結するからである。さらに、この処
理は、わずか数分の１ミリメートルの厚みを有するプラスチックの低い断熱力を考えると
、どのようなレンズ温度においてもほとんど効果がない。
【０００６】
　光学系が、２つの平坦な（または顔の輪郭に従うよう湾曲した）レンズ、および内部の
断熱空間を含む場合、レンズは、ゴーグルを断熱するのにより効果的であり、したがって
、レンズは、極度の発汗または非常に低い温度のようなより厳しい状況においてのみ曇る
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、これらのレンズは、下降中の気圧変化または温度変化による２つのレン
ズ間の内部空間内の圧力変動によって変形し、視野が歪められるという欠点を有する。た
とえば、レンズ系が、十分に封止された内部空間をともなって用いられる場合、圧力差が
レンズの内側と外側との間に生じ、それは、レンズを全体的に圧縮変形させ、視野を歪め
る。
【０００８】
　この欠点を回避するために、２つのレンズの一方（内側）に穿孔し、この穴に、空気に
対しては透過性があるが水に対しては透過性がない仕切りを適用することが提案されてい
る。
【０００９】
　しかしながら、この解決策は、ある欠点、特に以下の欠点を有する：
－コスト増をともなう困難な機械加工、
－クリーニング中におけるゴーグル仕切りに対する損傷の可能性、
－視野内に仕切りをともなう穴の存在によるスキーヤーの不快感、
－仕切りを挿入するために形成された穴によるレンズ歪。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　これらの欠点は、すべて、この発明に従って請求項１に記載されるスキー用ゴーグルに
よって取り除かれる。
【００１１】
　この発明は、添付の図面を参照してさらに以下に明確にされる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明に従うスキー用ゴーグルの対の正面図を示す。
【図２】ガスケットによってつながれた、２つの重ねられたレンズを示す詳細な平面図で
ある。
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【図３】図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩを通る断面図である。
【図４】図２の線ＩＶ－ＩＶを通る断面図である。
【図５】図２の線ＩＶ－ＩＶを通る変形例の断面図を示す。
【図６】異なる方式を用いる、２つの重ねられたレンズの平面図である。
【図７】図６の線ＶＩＩ－ＶＩＩを通る断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図から理解することができるように、この発明に従う二重レンズゴーグルは、マスク要
素２、マスク要素２に接続された弾性ストラップ４、およびマスク要素２に取り外し可能
に固定されたレンズ系６を含む。
【００１４】
　マスク要素２は、ポリウレタンゴムのような軟質材料から形成され、レンズ系の挿入の
ための周縁座部を含む。
【００１５】
　レンズ系は内側レンズ８および外側レンズ１０を含み、それらは透明なプラスチック製
で、平坦または湾曲し得、特定の内部空間１２が２つのレンズ間に形成される。内部空間
は断熱層として働く。
【００１６】
　２つのレンズは、ネオプレンガスケット１４によって接続されるが（図２）、それは、
ある点で、好ましくはマスク要素の下部で、座部を呈し、それに、空気に対しては透過性
があるが水に対しては透過性がない特性を有する膜１６が挿入される（図４）。
【００１７】
　この種の膜は、ＧＯＲＥ－ＴＥＸ（登録商標）ファブリックのような、空気に対しては
透過性があるが水に対しては透過性がない微孔フィルタからなる。
【００１８】
　ある変形例では、ガスケット部分１４が完全に膜１６の層と置き換えられる（図５）。
　図６において示される実施例では、ガスケット１４は、前述のタイプの膜１６を充填さ
れた円筒形チャンバを規定するリング１８を形成する。
【００１９】
　空気が、このチャンバを占める膜を通過することを可能にするために、レンズ８および
１０をつなぐガスケットに、切込み２０を設けることができる。
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